
1 本年度の重点目標

2 自己評価結果に対する学校関係者評価
A 達成している B おおよそ達成している C あまり達成していない D 達成していない

①

②

③

④

⑤

①

②

③

LHR及び各種行事,生徒会活動や
部活動,ボランティア活動が円滑
に実施できるよう支援すること
によって社会に貢献していくた
めの考察力や思考力,表現力を伸
ばす。

C

生徒会予算を見直して部活動費の柔軟な支出を可
能にして活動が活性化された。また,活動時間の
確保するために時程の改善を行うことができ,次
年度から実施することになった。地域におけるボ
ランティア活動の依頼に対しては,その都度対応
していきたい。

Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見

三部制・単位制の高校ということから,３つの部にわたる生徒が一堂に会しての生徒会活動や部活動
等の活動時間の設定や十分な時間の確保が難しい課題と思われるがどのように工夫されているの
か。また,夏祭りなどにボランティアとして高校生の力を借りたい場合はどうしたらよいか。

生
徒
指
導

「自己選択・自己決定・自己責
任」をキーワードにパーソナル
ボックスや情報テレビの活用,ま
たＳＨＲの効果的な活用により,
個々の生徒に即した自主性の涵
養を目指す。

Ｂ

パーソナルボックスや情報テレビ等について,予
備登校や入学式,HRを活用して生徒と保護者に趣
旨について十分説明する。また教職員に対して活
用方法について周知する機会を設ける。

Ｂ

Ｂ

年間を通したSST活動によるスキ
ルトレーニングを活用して,円滑
な人間関係を構築できる能力を
育む。

Ｂ

全教員を対象に年度始めにSST活動に関する研修
を設けて,趣旨と指導内容等について周知した。
次年度もより効果を上げるために研修内容の工夫
と改善を行い継続していく。

Ｂ

三部制・単位制のシステムと
宮城県の教務支援システムの
連携を図る。

Ｂ

宮城県教務支援システムを利用して，年間の出欠
や成績に関する業務のよりよいあり方を模索し，
生徒指導のための効率のよい情報収集にしていき
たい。

Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見

生徒の実態や学習の到達度に応じた指導内容や方法を工夫し,生徒の学力向上によく取り組
んでいる。

研究授業や研修会を開催し，
教職員の資質向上を図る。

Ｂ 年５回の公開授業の活性化を図っていきたい。 Ｂ

教務内規の改善に努める。 Ａ
教務内規の変更により生徒の出席率が向上し,成
績上位者が増加し,欠点保持者が減少した。今後
も必要に応じて修正を加えたい。

Ａ

学
習
指
導

生徒の単位修得率を向上さ
せ，目標とした年限で卒業で
きるよう，みやぎ学力状況調
査やアンケート調査をもと
に，生徒の実態を正確に把握
し，指導の手立てを検討す
る。

Ｂ

宮城県教務支援システムを利用して，年間の出欠
や成績に関する業務のよりよいあり方を模索し，
生徒指導のための効率のよい情報収集にしていき
たい。

Ｂ

Ｂ

家庭学習の習慣を身につけさ
せ，学力の向上を図るための
手立てを検討する。

Ｂ

各教科における基礎基本の定着を図るための取組
とＨ-1グランプリとのリンクなどの工夫により出
席率の向上，学習習慣の定着,学力向上につなげ
たい。

Ｂ

評価
分野

評価項目

自己評価 学校関係者評価

自己評
価結果

改善の方策
自己評
価の適
切さ

改善策
の適切
さ

宮城県東松島高等学校

平成２９年度　学校評価報告書

・生徒が理解できた喜びを感じる授業，達成感のある授業を目指し，指導法の改善に努める。校内研修の充実を図る。
・心のケアを組織として確立し，生徒が満足感のある学校生活を送ることが出来るよう支援する。
・生徒会活動や地域貢献の活性化に努め自己有用感の醸成を図る。
・ガイダンス機能を活かした進路指導の充実を図り，進路決定率を上げる。
・広報活動の推進を図り，保護者や中学校への情報提供，ホームページの改善に努める。
・生徒の学習活動が円滑に進むように生徒の実態に合わせたガイダンス機能の充実を図る。



①

②

③

④

①

②

①

②

③

④

⑤

学校関係者評価
委員会における

意見

「食に関するアンケート」の項目や内容を工夫することにより,生徒の食生活の実態をより正確に把
握することで,効果的な対策も講じられるようになると思う。

災害時における生徒のケアに
ついて,支援を行う。

Ａ

生徒に対して相談しやすい保健室の雰囲気づくり
に努め,生徒の些細な変化の把握に役立った。ま
た生徒の相談に乗り,不安の解消や前向きな意欲
の向上につなげることができた。

Ａ

補食のあり方を含め,食育に
取り組む。

Ｂ

栄養士を講師に迎え望ましい食生活について講演
を行うとともに保健だよりを発行して食に関する
情報を発信することにより生徒が自分の食生活を
振り返ることができた。「食に関するアンケー
ト」については,取り組むべき課題に応じた項
目・内容にしていく。

Ｂ

特別支援が必要な生徒・保護
者に対応できるように職員の
知識・技術等の研修会を実施
し，カウンセリングマインド
のスキルアップを図る。

Ａ

SCやSSWと特別支援教育コーディネーター及び担
任がケース会を行い生徒の実態把握や適切な支援
のあり方について,資質や能力の向上が図られ
た。

Ａ

主体的・意欲的に学校生活を
送ることができるように，カ
ウンセリングを必要としてい
る生徒の観察を行う。

Ａ
特別支援教育コーディネーターが保健厚生部に所
属することにより教員間で生徒の情報共有が進め
られた。

Ａ

中学３年生や中途退学者,本校を取り巻く地域の
方々に広く本校について理解してもらうために
オープンキャンパスや学校説明会での情報発信に
努める。

Ａ

学校関係者評価
委員会における

意見

小中学校の保護者と会う機会があり,東松島高校の取組を紹介することがある。今後も頑
張ってほしい。

保
健
厚
生

生徒が自ら地域貢献に取り組
んだり校内外の環境整備等に
意欲的に取り組めるように意
識の高揚を図る。

Ｂ
雨天のため地域の清掃奉仕活動に代えて校内の清
掃活動を行うことで,生徒の環境美化の意識の向
上が図られた。

Ｂ

Ａ

学校関係者評価
委員会における

意見

大学生でも働くことや就職について意識が低い中で,働くことの意義を理解させ就労に向けた前向き
な活動につなげることは難しい状況である。今後も地道なキャリア教育に取り組んで欲しい。

ガ
イ
ダ
ン
ス

生徒が卒業に向け進路目標を
達成できるよう,機能的な教
育課程の編成に努める。

Ａ
教育課程に関するシステムについて,教職員の共
通理解をさらに深めるよう必要に応じて継続的に
教員向けガイダンスを充実させる。

Ａ

Ａ
魅力ある単位制高校づくりを
推進しつつ,本校のPRに努め
る。学校説明会を実施し中学
３年生だけでなく高校を中途
退学した地域の生徒や社会人
にも門戸を開放すべく努力す
る。

Ａ

進路目標達成とその定着に向
けた『職場訪問』『就業体
験』の在り方を検討・実施す
る。

C
連携コーディネーターを活用し,地元企業の情報
収集に努めるとともに,卒業生の就労定着を図
る。

C

様々な点で『就職』に困難性
が認められる生徒を支援し，
就労できるよう指導する体制
を整えていく。

Ｂ
外部の就職支援団体と連携し,支援の必要な生徒
が社会に踏み出すためのサポート体制を充実させ
る。

Ｂ

進
路
指
導

『総合的な学習の時間』で行
われる各種プログラムやテス
ト「進路講話」「進路別ガイ
ダンス」等を利用して進路意
識の啓発を図る。

Ｂ

進路行事を通して生徒に就職・進学ともに様々な
可能性を提示していく。同時に保護者向け進路説
明会の更なる充実を図りながら保護者を巻き込ん
だ進路指導体制の整備を目指す。

Ｂ

Ｂ

進路指導部による小論文指
導・面接指導等、個別指導を
早期に実施し、具体的な進路
目標の設定に向けた取り組み
を強化する。

Ｂ
進路指導部会を毎週定期的に開催することによっ
て,生徒の情報交換を密にし,適切な面接指導や個
別指導を行う。

Ｂ



①

②

③

①

②

③

3 次年度の課題と改善方策

①

②

③
特別な支援を必要とする生徒へ
の支援の充実

特別支援教育体制を整備するとともにケース会を開催し特別な支援を必要とする生
徒の実態と生徒や保護者のニーズを把握し，スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーと連携しながら適切な支援策を策定し実践していく。
さらに教職員間で情報を共有するシステムを改善充実させ，学校生活においてすべ
ての教職員が支援できる体制を整える。

次年度の課題 改善方策

キャリア教育及び就職支援の充
実

外部講師を招聘した進路ガイダンスの改善及び充実を図り,生徒の進路目標の決定
と実現に向けた取組への意欲の向上につなげる。進学希望者に対して模擬試験の受
験を積極的に働きかける。また,保護者対象の進路説明会を早期に実施することで
保護者の進路に関する理解の促進と協力が得られるようにする。外部の就職支援団
体を活用して,個々の生徒の実態や進路目標に応じたより効果的な支援が行えるよ
うにする。

教員の実践力の向上

教員の実践力（授業力，生徒指導力，子供理解，学校を支える力）を向上させるた
めに生徒情報ミーティングの内容の改善を行うとともに校内の授業研究の充実を図
る。また初任者研修を含めた専門研修を計画的に行う。生徒による授業評価を分析
して課題の明確化と改善策の作成を行う。

環境整備と保全について,施
設整備5カ年計画を見直しな
がら予算が令達されたものか
ら早急に環境を整える。また
執行にあたっては計画的に施
行していく。施設の老朽化の
不具合については,優先順位
を考慮しながら予算請求に向
け対応していく。

Ｂ

校舎等の点検を積極的に行い,老朽化等に伴う危
険防止に向けて修繕等を行う事ができた。以前か
らの懸案事項に対しても着手することができた
が,費用的側面から時間がかかる見込みである。

Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見
特になし

事
務
部

「就学支援金制度」をはじめ
とした様々な制度の事務処理
について,円滑で正確に対応
するためより効果的な処理を
目指していく。

Ｂ

就学支援制度については,事務担当及び担任の努
力により保護者からの書類提出の周知や未提出生
徒の保護者へ働きかけを行った。今後も効率的に
提出されるよう工夫していきたい。

Ｂ

Ｂ

財源の有効活用と費用対効果
の把握について,県からの予
算令達を受け最小限で最大の
効果が上がるように,経費節
減を含めて取り組んでいく。

Ｂ
予算及び施設管理については,集中と選択により
引き続き最小限にして最大の効果が上がるよう努
力する。

Ｂ

Ａ

防災主任と連携を密にし,防
災教育の充実に努める。

Ｂ

今年度Jアラートへの対応を含めた避難訓練を実
施することができた。地域の防災主任担当者連絡
会議に出席し情報を交換するとともに,東松島市
指定の避難所として設備備品の管理を行った。

Ｂ

学校関係者評価
委員会における

意見
特になし

総
務

　保護者に対し学校便りを通
して，常に新しい情報を提供
するとともに，本校のＰＲ活
動に努める。

Ａ 外部機関へのPR活動や生徒・保護者に対するタイ
ムリーな情報提供については,年４回発行の「学
校だより」やHP等で実施している。また,HPはリ
ニューアルし,以前よりもシンプルかつ見やすく
改善されている。さらに来年度からはまた新しい
形に県で統一する方向となっている。

Ａ

Ｂ
ホームページを活用し,関係
者に生きた情報を提供する。

Ａ


